様式１　　　記入見本　
平成２７年度「海外留学派遣プログラム開発支援事業」申請書
平成２７年　　月　　日
海外留学派遣プログラム開発支援事業について，次のとおり支援金の交付を申請します。
	申請プログラム名
	[bookmark: _GoBack]○○大学　政策部  専門演習

	該当政策分野
（複数可）
	6.文化 （食文化）                                                     
8.産業・商業（和食の都京都へのロシア人の嗜好調査と訪問拡大）     
9.観光（食を通じた観光）

	申請区分
	・　新規プログラム開発
	・　既存プログラムの改編


いずれかに○をしてください。
※注　・新規プログラム開発－【様式３】不要
・既存プログラム改編－【様式３】まで記入

１．申請者
	所属・職位
	政策部　教授

	氏名
	国際 次郎

	住所
	〒603-8577
京都市下京区北町56-1　○○大学政策部

	電話番号
	075-444-7777

	ＦＡＸ番号
	075-444-8888　　　　　　(政策部事務室)

	e-Mail
	abck@sps.mei.ac.jp



２．経理担当者
	所属・職位
	政策部　

	氏名
	国際 花子

	住所
	〒603-8577
京都市下京区北町56-1　○○大学政策部

	電話番号
	075-444-9999
(政策部事務室)
	ＦＡＸ番号
	075-444-8888
(政策部事務室)

	e-Mail
	abcki@sps.mei.ac.jp



３．実施主体の主な活動内容
	実施主体の主な活動内容
※学部，研究科，ゼミ等
	政策部の専門演習（ゼミ）としてサハリンを対象とする研究をしている。
1. サハリン現地の政府機関、企業、研究機関関係者に対するヒアリング
2．サハリン大学の大学生とのワークショップの開催




様式２－１　プログラム開発の流れ
	開発スケジュール
		日程
	活動内容

	
	午前
	午後

	8/29
(土)
	伊丹→千歳
	千歳→ユジノサハリンスク

	8/30
(日)
	日本料理店訪問調査、市場見学
郷土博物館見学
	食材仕入れ先への
インタビュー

	8/31
(月)
	サハリン大学の教授による和食ブームについての講義
	サハリン大学経済学・東洋学学部生とのワークショップ

	9/1
(火)
	在ユジノサハリンスク日本総領事館・日本文化センター訪問
	サハリン経済法科情報大学
学生とのワークショップ

	9/2
(水)
	ユジノサハリンスク→千歳
	千歳→伊丹


1. 事前学習「ロシアにおける和食ブームの検証と課題」
2. プログラム期間（2015年8月29-9月2日）
3. 事後学習「京都におけるロシア人訪問調査」、政策提言作成　

	プログラム開発に当たっての連携先
	サハリン大学、サハリン経済法科情報大学、等


	開発内容
※調整・視察等
	本実施プログラム遂行の為の現地視察・日程調整



	開発経費
※各費目については，可能な範囲で積算根拠を明示してください。（見積添付等）
	経費区分
	支出予定額
	支出予定額の内訳

	
	旅費交通費




旅費交通費

謝礼
	176,260




106,396

60,000
	伊丹―ユジノサハリンスクの往復乗り継ぎ航空券（プログラム開発目的の出張） [84200+燃油代2700+空港使用料1330]×２名
現地宿泊費（4泊5日：「ミラホテル」×２名）
現地の専門家の講義謝礼（2名@１万円）、通訳謝礼（1名@４万円）

	
	合計
	342,626円
	

	申請額
	342,626円
	



様式２－２　プログラム概要
	派遣先
※国名，都市名，大学名等
	ロシア、ユジノサハリンスク市（サハリン大学、サハリン経済法科情報大学、等）

	プログラムの目的
※教育的意義の視点も取り入れて記述のこと
	欧州随一の和食大国といわれるのがロシアである。同国の現在和食産業は50億円産業となっている。日本におけるロシア料理同様にロシアにおける和食も、同国文化への受容過程で独自の変化を遂げ、和食の中心的存在である京料理は、国際政治上の「ソフト・パワー」（文化的影響力としての国力）になっている。「和食の都」であり日本料理就労特区に指定された京都を訪れるロシア人の目的の１つも京料理を愉しむことにある。そこで、日本に比較的近い極東ロシアにおける和食人気の背景を調査し、京都市のソフト・パワー貢献度を研究し、観光産業・京料理業の国際化戦略を政策提言する。フィールド・ワークと政策提言を通じた学びにより、国際関係、経営学、観光産業の理解を学生は深めることが期待される。

	プログラムの内容
	ユネスコの世界無形文化遺産に指定された「和食」が形を変えてロシアにおいてどのように受容され、同時に京都を訪問・就労希望するロシア人が京料理をどのように理解し堪能するかを調査する。
ロシアでは、創作的な「京料理」も存在するほどであり、京料理を通じてロシア人の日本への認識が大きく進んでいる。日本料理店での外国人の就労を認める特区に指定された京都において、観光産業の発展と京料理を通じた異文化理解を進める。
そのために、日本に最も近いロシア領であるサハリンの州都ユジノサハリンスク市における和食レストラン（５店舗）を訪問し、食材の仕入れ先、客の嗜好等についてリサーチ・インタビューを行う。加えて、日本文化の発信に尽力する在ユジノサハリンスク日本総領事館、日本文化センター、また流通経路としての市内の市場、サハリン州の監督官庁を訪問調査する。これらの調査内容と京都市の関連業者へのインタビューをふまえて、具体的な行動計画を伴った政策提言を行う。

	参加者見込み人数
	教員
学生
	２名
10名

	プログラム実施予定
	平成 27年10月1日（土）
～
平成27年10月30日（日）


	






	プログラム運営体制
※体制、安全の担保方法等について
	1. このプログラムはサハリン国立大学、サハリン州教育省等、○○大学と交換留学協定を結んでいる大学・州政府の専門家の強力な支援を受けて実施される。なお平成26年度に学生と教員がサハリンを訪問するプログラム（ただしテーマは安全保障）を大きく改編して平成27年度に実施されるものである。
2．引率教員は既にサハリンを３回訪問し、ロシアには７回訪問している。
3．全員を旅行保険に加入させ、安全上の注意事項について事前講義を行う.
4．現地にて1名の通訳を既に依頼（予約）している。

	京都市域活性化との関わり
	京都市は「和食の都」である。京料理をはじめ、和食の真髄は京都にあるといっても過言ではない。また外国人観光客の京都訪問の１つの大きな目的は、本物の和食を愉しむことにある。昨年、京都市は外国人におる日本料理店での修業を認める就労特区に指定され、和食を京都で学びながら働く外国人も増大すると見込まれる。
海外における和食ブームが拡大する中で、京料理をはじめとする日本料理店の店舗も増加しつつある。欧州随一の和食消費大国であるロシアでは、和食における京料理の位置づけが拡大しつつある。
そこでロシアにおける京料理の戦略的普及を通して、文化遺産としての和食を海外に一層広め、真の国際文化理解につなげることが肝要である。これにより京都を訪問するロシア人をはじめとする外国人観光客・和食店就労希望者を一層増大させ、特に京料理店の訪問客・就労者拡大につなげる効果が期待できる。和食・観光産業は京都市の産業の牽引力となっており、京料理を通じた観光産業の活性化は、京都全体の活性化に直結する。





様式３　既存のプログラムを改編する場合
	既存のプログラムの派遣先　※国名，都市名，大学名等
	ロシア、ユジノサハリンスク市（サハリン大学、サハリン経済法科情報大学、等）


	既存のプログラムの内容
	1. このプログラムはサハリン国立大学、サハリン州教育省等、○○大学と交換留学協定を結んでいる大学・州政府の専門家の強力な支援を受けて実施されている。現地大学の協力のもとにおけるフィールドワーク。
学生との交流、および大学としての安全保障や政策提言の取り組みについての講演会の実施。
2．現地にて常に1名の通訳を依頼している。



	プログラム開始年度
	平成24年度

	既存のプログラムの課題・問題点
※改編が必要なポイント
	
（箇条書きがのぞましい）
＊----------
＊----------







	前回の参加者数
	教師
学生
	１名
８名

	直近のプログラム実施時期
	平成26年10月1日（土）
～
平成26年10月30日（日）

	




	平成２７年度のプログラム実施時期
（予定）
	平成27年10月1日（木）
～
平成27年10月30日（金）
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該当政策分野


 


（複数可）
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8.


産業・商業（和食の都京都へのロシア人の嗜好調査と訪問拡大）
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既存プログラムの改編


 


いずれかに○をしてください。
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・新規プログラム開発−【様式３】不要


 


・既存プログラム改編−【様式３】まで記入
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３．実施主体の主な活動内容
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様式１      記入見本     平成２７年度「海外留学派遣プログラム開発支援事業」申請書   平成２７年    月    日   海外留学派遣プログラム開発支援事業について，次のとおり支援金の交付を申請します。  

申請プログラム名  ○○大学   政策 部     専門演習  

該当政策分野   （複数可）  6. 文化   （食文化）                                                         8. 産業・商業（和食の都京都へのロシア人の嗜好調査と訪問拡大）         9. 観光（食を通じた観光）  

申請区分  ・   新規 プログラム開発  ・   既存プログラムの改編  

いずれかに○をしてください。   ※注   ・新規プログラム開発－【様式３】不要   ・既存プログラム改編－【様式３】まで記入     １．申請者  

所属・職位  政策 部   教授  

氏名  国際   次郎  

住所  〒 603 - 8577   京都市下京区 北町 56 - 1   ○○大学政策 部  

電話番号  075 - 444 - 7777    ＦＡＸ番号  075 - 444 - 8888        ( 政策 部事務室 )  

e - Mail  abc k@sps. mei.ac.jp  

  ２．経理担当者  

所属・職位  政策 部    

氏名  国際   花子  

住所  〒 603 - 8577   京都市下京区北町 56 - 1   ○○大学政策部  

電話番号  075 - 444 - 9999   ( 政策 部事務室 )  ＦＡＸ番号  075 - 444 - 8888   ( 政策 部事務室 )  

e - Mail  abc ki@sps. mei.ac.jp  

  ３．実施主体の主な活動内容  

実施主体の主な活動 内容   ※ 学部，研究科，ゼミ等  政策部の専門演習（ゼミ）として サハリン を対象とする研究をしている。   1.   サハリン 現地の政府機関、企業、研究機関関係者に対 する ヒアリング   2 ．サハリン大学 の大学生と の ワークショップ の 開催  

 

